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万葉集の「今夜」・「明日」について
On “Koyoi”and “Asu”in the Manyoshu 
稲岡耕一＊
In the tale of the visit to the Sea god’s palace, in the Kojiki, the Sea god 
asks his son-in-law Howorinomil王oto,
me，‘The three year’s he has spent here he has never sighed, yet last night 
[koyoi] he sighed greatly.’What might be the matter？” In fascicle 17 of 
the Kojikiden, Motoori N orinaga comments on the word koyoi (lit.“This 
night”） in this passage, glossing it as“last night，” and cites similar 
instances of the use of the word koyoi in the Fudoki, the lsemonogatari, the 
Genjimoη:gatari and the Diary of Izumishikibu. In short, N orinaga points 
out that the term koyoi is frequently used to refer to the night before the 
present day, in texts from the Nara through the Heian periods. Although 
N orinaga does not speak of the mentality underlying this special use of 
the term, Minakata Kumakusu, in a paper on popular conceptions of the 
day in ancient times (contained in volume 4 of his collected works), cites 
a surviving dialectical usage from the Kishu area (use of“last night" to 
mean“the night before last”）， and suggests that at least 
througt the Tenji era in Japan, as in Turkey and elsewhere, the day 
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was thought of as beginning at sunset. Further examples of the usage 
cited by N orinaga appear in the ileikemonogata,ri and the Konja-
kumonogata,ri, and from instances in the latter, it can be inferred that at 
the time Konjaku was composed, the day was variously calculated as 
beginning at sunrise, sunset and midnight. There is similar evidence in the 
Manyoshu, and the problem has been treated by Ide ltaru. The present 
paper will consider such usages in Manyoshu songs dating from a relative-
































































































































































































































































































































ももしきの 大宮人は 去き別れなむ (155）額田王・天智10年
やすみしし 我が大君 高光る 日の皇子 ひさかたの天つ宮に神な
がら神といませばそこをしも あやに恐み 昼はも 日のことごと
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何か飽鳴き響むれど行きがへり月に向かひて暁の
(4166）大伴家持天平勝宝二年き足らむ
人麻呂の時代以後の対句は「昼は（も）～～夜は（も）～～jがすべてで、
これには理由のあることと思「夜は（も）～～昼は（も）～～」の形が無い。
われる。掲出した歌の分脈によっているのではなく、一日全体を表現する時
こうした形が利用されたのは、一日の観念に関わるのであろう。額田王
の天智挽歌にのみ「夜はも～～昼はも～～」になっているのは、古い観念の
日昼は
投影ではないか。
なお、巻四の岡本天皇御製に「……吾が恋ふる、君にしあらねば
の暮るるまで夜は明くるきはみ 明かしつら
長き此の夜を」（485）にも「昼は～～夜は～～」の対句を見るが、す
でに指摘されているように、（注13）「神代より
寝もねかてにと思ひつつ
くも
あれ継ぎ来ればJという表現を
斉明天皇時代のものと見ることに疑問が持たれるし、反歌二首が添えられて
この長歌の成立時期に不審を抱かせる。当面の課題に対し確かないるのも、
資料とすることはできないので、付記するにとどめる。
漏刻により正確な時刻が知られるようになるとともに、我が国におけるー
日の観念にも変化が生じたであろう。それが右のような対句にもあらわれて
いると思われる。人麻呂歌集には古い「明日」の用法を残しているが、人麻
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呂は、その作歌においていち早く反応を示した。
とすると、一五番歌の「入日見し今夜jも古い一日の観念にもとづく「今
夜」であったと考えるほうが正しいかもしれない。なお明確でない所がある
が、熊桶の推定にも相応の根拠があると言うべきだろう。
もう一つ、付記すべきは、天智挽歌に見られる「きぞ」の例についてであ
る。
をみなめ
天皇の崩りましし時に婦女の作る歌一首
うっせみし神にあへねば離り居て朝嘆く君放り居て吾が恋ふる
君玉ならば手に巻き持ちて衣ならば脱く時もなく 吾が恋ふる
君そきその夜夢に見えつる（150)
この歌の末尾近くに「きその夜jと見えるのは昨夜のことをあらわす。東歌
にも、
うちひさつ美夜能瀬川の貌花の恋ひてか寝らむきそも今夜も（3505)
とある。そのほかに、
昨夜こそは児らとさ寝しか雲の上ゆ鳴き行く鶴の間遠く思ほゆ（3522)
おして否と稲は春かねど波の穂のいたぶらしもよ昨夜独り寝て（3550)
わかめ
比多潟の磯の若布の立ち乱え我をか待つなも昨夜も今夜も（3563)
の三例が同じく東歌にあり、
雨づつみ常する君はぬばたまのきその夜の雨にこりにけむかも（519)
大伴女郎
ぬばたまの昨夜はかへしつ今夜さへ吾を還すな路のながてを（781）大伴家持
の二例は、巻四の相聞歌中に見える。
この「きそ」の語は、記紀歌謡の中にはない。おそらくそれと類縁を有す
ると思われる「こぞ」の形が允恭記歌謡に見られる。
あしひきの山田を作り 山高み下樋を走せ下訪ひに我が訪ふ妹を
ぞ
下泣きに我が泣く妻を今夜こそは安く肌触れ（78歌）
コゾ（今夜）とキソ（昨夜）とに見られるソあるいはゾが、夜に関わる語
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であり、コとキとはそれぞれコヨヒやキノフのコ・キに等しいと思われる。
それはともかく、コゾもキソも八代集には見られないし、コゾの方は万葉集
にも無いから、古語であったと考えられる。万葉集ではコゾの代りにコヨヒ
がもっぱら使われており、キソとコヨヒと対照して歌われることが多い。
そうしたことから、あえて想像するならば、キソとコゾとは、夜と昼とを
異質な時間として意識していた時代の名残りとも言うべき語ではなかったか
と思う。
なお問題を多く残すが、すくなくとも150番歌の「キソ」の例によって、前
夜をキソとする新しい一日の観念が天智朝に生じ、すでに一般化していたと
することはできないのである。
、 ?
(1）西宮一民 f古事記』の訓による。
(2）南方熊楠全集第四巻
(3）「上代の人々の一日に対する考え方について」（武智雅一先生退官記念国語国
文学論集）および「古代語『こよひJの意味用法をめぐって」（『人文研究』
第三十八巻第三分冊）
(4）「古代時間表現のー問題一一古事記覚書一一」（W論集上代文学j第六冊）
(5）稲岡『万葉表記論j538ページ以下。
(6）亀井孝「万葉集第十五番の歌『渡津海乃……清明己曽jのよみについての私
見」（『万葉』 34号）
(7）注6に同じ
(8）「万葉集における時制の文の構造」（r国文学j昭和63年 1月）
プラス
(9）山口論文には「＜動詞連用形＞は客体的概念を表すが、＜動詞＋テンス＞は
単なる客体的概念ではない。従って、両者が並立関係に立つ時、前者は後者
全体とは並立できない。そのため、後者の動詞のみと関係を構成し、テンス
は後から付け加わる形になるJという。
(10）注8論文の113ページ。吉永登『万葉--Jm説を疑う一一－jにも関連した発言
があった。
(lU「万葉時代の暦と時制」（有精堂『万葉集講座j第二巻）
(12）「飛鳥の水時計」（『発掘一一奈良一－j)
(13）曽倉ヰ「万葉集巻四『岡本天皇御製一首j」（『青山語文J八）稲岡「反歌史湖
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源J（『古代史論叢』上）、など。
討議要旨
武尾和彦氏より、巻二の150番に出る「きそ」という言葉は、一昨夜ではな
く、きのうの晩のことではないか、また巻四の619番では夜が先で昼が後にな
っている、すると天武朝以前、持統朝という所で線を切るのは、今ひとつは
っきりとしなくなるのではないか、との質問があった。
これに対する発表者の解答は、次のようなものであった。
150番に出て来る「きそJという語をどういう風に考えたら良いのか、私も
気にならないではなかったのですが、「きそ」というのを本当に「ゅうべ」と
いうのと同じに考えて良いのかどうか。それは言葉が違うように、やはりも
との意味は違うのではないかと思います。「きそJという語は「昨夜」と解釈
されてきていますが、原文は「きそjと仮名で書いてあります。ていねいな
註釈書では、「きそ」の原義の説明などに難渋しているようです。「きそ」と
いう言葉があるけれども、その意味が分り難いと私は思うので、発表では触
れなかったわけです。 619番の方の例ですが、御指摘のようにこれは夜が先で
なければ、前の句とのつづきぐあいがうまくいきません。ただ古い意識で歌
われたものが後になって出て来ることがあるのも当然のことですね。ず、っと
新しい所では「平家物語Jなどにも出ているわけです。ですから古い形が完
全になくなってしまうといっているのではありませんo 問題は「万葉集」の
中で古い所を確かめていって、ただ分らないというのではなく、整理をする
ことができる所があるのではないか、ということです。これは時制の問題で
すから、やはり時刻やこよみなどが整備普及されるのと歩調を合せて変って
いくはずのものだと思います。「万葉集」で確かめていくと、天武朝には出て
くるし、古い所では中大兄の歌なども古い意識で詠まれたと考えられなくも
ない。そういうことを一応申し上げたわけです。そしてその補助として、対
句などが変っていく例をあげました。（編者注 本会議録では、この問題をふ
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くみこんで、発表者は記されている）
粂川光樹氏より、南方熊楠の奥さんが、一昨夜のことを「キニョーの晩J
と言ったのは、地域的な違いではないか、「万葉集」の場合も、この地域的な
違いということを、考慮に入れないで良いか、との質問があった。発表者は、
人麻呂は中央において、中央の思想といったものを摂取して、歌を詠んでい
る、時代の変化に敏感に反応しているように思う、その人麻呂の歌に「明日J
というのが、古い使い方で出てくる点を重視したいと思うので、地域差とい
う点は、一応度外視して考えた、との答えがあった。
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